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令和元年度第２回  
全国健康保険協会熊本支部評議会 

開催日時：令和元年７月１１日（木） １４：００～１６：００ 

開催場所：協会けんぽ熊本支部会議室（水前寺センタービル２階） 
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議事次第 

【議 題】 

1. 平成30年度協会けんぽ決算報告等 

2. 平成30年度熊本支部収支 

3. 平成30年度熊本支部事業報告及び今後の事業について 

 

【その他】 

①．協会けんぽ調査研究フォーラムについて 

②．令和元年度 熊本県内年金事務所主催「社会保険事務説明会」について 

 

【次回評議会について】 
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【議題１】 
 
平成30年度協会けんぽ決算報告等 
 
（別添１を参照） 
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【議題２】 
 
平成30年度熊本支部収支 
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＜支部別収支＞ 

 平成30年度の都道府県単位保険料率は、２年度前（平成28年度）の医療給付費、加入者数及び総報酬額の実

績を基に、平成30年度の収支を見込んだうえで算定し、保険料率が計算されました。 

 支部別収支の収支差は、医療費等が料率算定時の見込みからどの程度乖離したかを表したものになっています。 

 

＜地域差＞ 

  平成30年度における収支差の地域差分は、翌々年度の令和２年度都道府県単位保険料率の算定時に精算します。 

 収支差は決算において、熊本支部の加入者1人当たり医療給付費の全国平均からの高さにより、次のように影響します。 

  ①想定の場合 

     →地域差分はゼロになります 

  ②医療費が見込みほど使われなかった場合 

     →地域差分はプラスになり、令和２年度の収入にその分が加算されます（料率が下がる） 

  ③医療費が見込みより多く使われた場合 

     →地域差分はマイナスになり、支出に加算されます（料率が上がる） 

  ④加入者1人当たり医療給付費が全国平均より低かった場合 

     →地域差分はプラスになります。 

2-1.収支について 
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2-2.地域差分のイメージ 

（パターン１） （パターン２） （パターン３） 
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2-3.平成30年度熊本支部収支 

熊本支部収支の推移 （百万円） 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 
平成30年度 
【暫定】 

令和元年度 
【未確定】 

収
入 

保険料収入 114,071 119,854 123,591 129,372 134,481 

事業実施中 

その他収入 1,686 204 299 296 308 

計（A) 115,757 120,058 123,890 129,668 134,789 

支
出 

医療給付費（調整後）  ※ 57,920 63,529 65,196 68,835 69,559 

[要素参考] 

年齢調整 242 118 ▲43 ▲204 ▲403 

所得調整 ▲7,602 ▲8,574 ▲8,570 ▲8,212 ▲8,229 

激変緩和 ▲2,217 ▲2,144 ▲2,661 ▲2,479 ▲640 

現金給付費等      ※ 5,409 5,567 5,579 5,637 5,865 

前期高齢者納付金等   ※ 44,766 44,875 44,247 47,668 47,767 

業務経費        ※ 1,373 1,509 1,564 1,656 1,792 

一般管理費       ※ 471 451 454 514 547 

その他支出 325 351 416 408 490 

前々年度の収支差の精算 ▲100 34 ▲134 ▲133 684 

特別計上分（業務経費の別掲） 1 0 0 0 0 

計（B) 110,165 116,317 117,322 124,585 126,703 

収
支
差 

差（A-B） 5,593 3,741 6,568 5,083 8,086 

全国平均分 5,458 3,609 7,252 6,505 8,637 

地域差分 134 133 ▲684 ▲1,422 ▲551 

健康保険料率（前々年度実績が反映） 10.07% 10.09% 10.10% 10.14% 10.13％ 10.18% 

※ 国庫補助等を除く 

5ページの 
パターン２に 

該当 
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2-4.熊本支部収支差（地域差分）の保険料換算の推移 

熊本支部収支差の推移 
 （百万円） 

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 
平成３０年度 
【暫定】 

支部別収支差（地域差分）・・・ａ 133 ▲684 ▲1,422 ▲551 

総報酬額（当年度実績）・・・・ｂ 1,187,509 1,223,171 1,275,540 1,327,277 

保険料率換算・・・・ａ／ｂ＊100 0.01％ ▲0.06% ▲0.11 ▲0.04 

（※保険料率換算は、該当年度の総報酬額の実績に基づく参考値である。） 

令和２年度の保険料率の算定においては、平成３０年度の都道府県支部ごとの収支における収支差
（地域差分）について精算する必要がある。当該収支差は、プラスの場合は収入に加算し、マイナ
スの場合は絶対値の額を支出に加算する。 

令和２年度保険料率算定の際の精算にかかる保険料率は、平成30年度の支部の収支差（地域差）を
令和２年度の総報酬額の見込額で除したものになるため、表中の保険料率換算（収支差（地域差
分）を平成30年度の総報酬の実績で除したもの）とは異なる 



機密性2 

Copyright ⓒ Japan Health Insurance Association. All right reserved. 

8 

【議題３】 
 
平成30年度熊本支部事業報告及び 
今後の事業について 
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3-1.熊本支部の運営状況（平成２９年度・平成３０年度） 
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3-2.協会の運営に関する重要業績評価指標（KPI） （平成３０年度） 

具体的施策 協会全体のKPI 
全国 
目標 

全国 
結果 

熊本支部 
目標 

熊本支部 
結果 

基
盤
的
保
険
者
機
能
関
係 

効果的なレセプト点検の推進 
社会保険診療報酬支払基金と合算したレセプト点検
の査定率について対前年度以上とする 

0.395 ％ 0.383 ％ 0.372 ％ 0.380 ％ 

柔道整復施術療養費等の照
会業務の強化 

柔道整復施術療養費の申請に占める、施術箇所３
部位以上、かつ月15日以上の施術の申請の割合に
ついて対前年度以下とする 

1.32 ％ 1.23 ％ 0.93 % 0.92 % 

返納金債権の発生防止のた
めの保険証回収強化、債権
回収業務の推進 

① 日本年金機構回収分も含めた資格喪失後1か
月以内の保険証回収率を93％以上とする 

93 ％ 91.57 ％ 96.0 % 94.37 % 

② 返納金債権（資格喪失後受診に係るものに限
る。）の回収率を対前年度以上とする 

57.6 ％ 56.16 ％ 60.1 % 59.55 % 

③ 医療給付費総額に占める資格喪失後受診に伴
う返納金の割合を対前年度以下とする 

0.068 ％ 0.070 ％ 0.037 % 0.039 % 

サービス水準の向上 

① サービススタンダードの達成状況を100％とする 100 ％ 99.99 ％ 100 ％ 100 ％ 

② 現金給付等の申請に係る郵送化率を87％以上
とする 

87 ％ 89.3 ％ 87.0 % 85.3 % 

限度額適用認定証の利用促
進 

高額療養費制度に占める限度額適用認定証の使用
割合を83％以上とする 

83 ％ 81.3 ％ 84.0 % 84.7 % 

被扶養者資格の再確認の徹
底 

被扶養者資格の確認対象事業所からの確認書の提
出率を87％以上とする 

87 ％ 88.0 ％ 87.0 % 88.5 % 

オンライン資格確認の導入に
向けた対応 

現行のオンライン資格確認システムについて、USBを
配布した医療機関における利用率を36.5％以上とす
る 

36.5 ％ 37.1 ％ 65.0 % 59.2 % 

※ 令和元年７月１１日現在、未確定数値のため今後変動する場合があります。 

（朱書き）目標を上回ったKPI 
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3-3.協会の運営に関する重要業績評価指標（KPI） （平成３０年度） 

具体的施策 協会全体のKPI 
全国 
目標 

全国 
結果 

熊本支部 
目標 

熊本支部 
結果 

戦
略
的
保
険
者
機
能
関
係 

i. 特定健診受診率・事業者
健診データ取得率の向上 

① 生活習慣病予防健診受診率を50.8%以上とする 50.8 % 50.9 % 57.0 % 58.3 % 

② 事業者健診データ取得率を7.1％以上とする 7.1 % 7.1 % 7.0 % 5.4 % 

③ 被扶養者の特定健診受診率を25.9％以上とする 25.9 % 24.4 % 26.0 % 24.8 % 

ii. 特定保健指導の実施率の
向上及び平成30年度から
の制度見直しへの対応 

特定保健指導の実施率を14.5％以上とする 14.5 % 16.0 % 24.8 % 30.6 % 

iii. 重症化予防対策の推進 
受診勧奨後3か月以内に医療機関を受診した者の割合
を11.1％以上とする 

11.1 % 9.5 % 11.5 % 10.1 % 

広報活動や健康保険委員を
通じた加入者等の理解促進 

① 広報活動における加入者理解率の平均について対
前年度以上とする 

35.9 % 37.9 % 35.9 % 39.7 % 

② 全被保険者数に占める健康保険委員が委嘱されて
いる事業所の被保険者数の割合を36％以上とする 

36 ％ 39.54 % 51.0 % 54.3 % 

ジェネリック医薬品の使用促進 
協会けんぽのジェネリック医薬品使用割合を75.4％以上
とする 

75.4 % 78.9 % 76.4 % 80.8 % 

医療データの分析に基づく地
域の医療提供体制への働きか
け 

① 他の被用者保険者との連携を含めた、地域医療構
想調整会議への被用者保険者の参加率を79.8％
以上とする 

79.8 % 79.5 % 90.0 % 90.0 % 

② 「経済・財政と暮らしの指標「見える化」データベー
ス」などを活用した効果的な意見発信を全支部で実
施する 

47支部 25支部 実施 実施 

※ 令和元年７月１１日現在、未確定数値のため今後変動する場合があります。 
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3-4.事業計画と保険者機能強化予算について 

【第4期アクションプラン】 

令和2年度は、平成30年度からスタートした第4期アクションプランの最終年度。 

①基盤的保険者機能、②戦略的保険者機能、③組織体制の強化、それぞれの目的、目標を達成するために、効

率的かつ効果的な事業の実施が不可欠となります。 

（参考） 

 ＜令和元年度（平成31年度）事業計画・予算の策定の経過＞ 

   平成30年11月初旬：支部保険者機能強化予算案の策定 

   平成30年12月初旬：支部ＫＰＩの設定 

   平成31年 2月初旬：支部の平成31年度事業計画の策定 

   平成31年 2月中旬：支部の基礎的業務関係予算の策定 

【支部保険者機能強化の考え方】 

 「支部保険者機能強化予算は、中長期的な財政運営という観点も踏まえ、協会の将来的な医療費の節減につな

げていくことも目的に、医療費適正化や、健康づくり等の保険者機能を強化する取り組みを実施する場合に予算計上

する経費。支部ごとに要求できる予算の上限は、加入者数等を踏まえて設定。 

 通常業務にかかる経費の範囲内で対応すべきものなどについては、支部の基礎的業務関係予算で計上。 
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3-5.支部保険者機能強化予算と評議会との関係 
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3-6.令和元年度の予算について 

保険者機能強化予算 

約6,300万円 約6,300万円 

約1,400万円 約1,400万円 

○医療費適正化等予算 ＜分野＞ 
• 医療費適正化予算 
（ジェネリック医薬品の使用促進、柔道整復施術療養費及び療養費の制度説明パ
ンフレット、医療機関担当者を対象とした健康保険事務説明会） 

• 広報・意見発信 
（紙媒体による広報、メディアを活用した健康経営・健康づくり・制度等の周知） 

＜分野＞ 
• 医療費適正化予算 
（ジェネリック医薬品の使用促進、柔道整復施術療養費及び療養費の制度説明パ
ンフレット、医療機関担当者を対象とした健康保険事務説明会） 

• 広報・意見発信 
（紙媒体による広報、メディアを活用した健康経営・健康づくり・制度等の周知） 

＜分野＞ 
• 健診関連経費 
• 保健指導委託経費 
• 健診及び保健指導に係る事務経費 

（集団健診に係る実施計画、事業者健診データ取得に係る実施計画、健診受診
勧奨に係る実施計画、保健指導利用勧奨に係る実施計画） 

• その他の保健事業経費 
（コラボヘルス事業に係る実施計画、情報提供ツールに係る実施計画、未治療者受
診勧奨に係る実施計画） 

＜分野＞ 
• 健診関連経費 
• 保健指導委託経費 
• 健診及び保健指導に係る事務経費 

（集団健診に係る実施計画、事業者健診データ取得に係る実施計画、健診受診
勧奨に係る実施計画、保健指導利用勧奨に係る実施計画） 

• その他の保健事業経費 
（コラボヘルス事業に係る実施計画、情報提供ツールに係る実施計画、未治療者受
診勧奨に係る実施計画） 

約13,130万円 約13,130万円 

○基礎的業務予算 

○保健事業予算 

＜分野＞ 
• 保険給付等業務経費 
• レセプト業務経費 
• 企画・サービス向上関係経費 
• 保健事業経費 
• 一般事務経費 等 

＜分野＞ 
• 保険給付等業務経費 
• レセプト業務経費 
• 企画・サービス向上関係経費 
• 保健事業経費 
• 一般事務経費 等 

（P15） 

（P16～20） 

（今回ご意見をいただきたい分野） 



機密性2 

Copyright ⓒ Japan Health Insurance Association. All right reserved. 

15 

3-7.令和元年度 熊本支部実施計画（保険者機能強化予算関係） 

取組名 内容 期待される効果 予算額 

ジェネリック医薬品の使用促進 

ジェネリック医薬品の使用割合向上を目
的に、使用割合が低い年齢層もしくは
地域等をターゲットとしてＤＭによる利用
勧奨を行う 

ジェネリック医薬品使用割合の向上
及び、年齢間・地域間の使用割合格
差の縮減が図られる 

1,980 

柔道整復師施術療養費及び療養費
（あんまマッサージ・はり灸）の制度
説明パンフレット作成 

誤った保険証使用が発生している背景
を踏まえ、制度説明パンフレットを作成し、
事業所へ配布する 

肩こり等、疲労回復目的では健康保
険給付対象とならない内容などを周
知し、適正受療の周知が図られる 

418 

医療機関担当者を対象とした健康
保険事務説明会 

診療報酬支払基金と共催し、医療事
務担当者を対象とした保険給付の適正
化知識向上の説明会を行う 

医療事務担当者の健康保険制度の
理解向上が図られ、適正受診や限
度額認定証の使用促進が図られる 

43 

【支部医療費適正化予算】                               （単位：千円） 

【広報・意見発信】                                    （単位：千円） 

取組名 内容 予算額 

紙媒体による広報 
納入告知書チラシ、事務説明会資料、新規適用事業所向け説明冊子、情報
提供サービス案内チラシの作成 

2,612 

メディアを活用した健康経営・健康づく
り・制度等の周知 

メディアを活用して健康経営や健康づくり等の必要性の啓発や、地方自治体等
関係団体と連携して、かかりつけ医受診など、医療費に対する関心を持ってもら
うための広報活動を行う 

9,380 

○医療費適正化等予算 ○医療費適正化等予算 
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3-8.令和元年度 熊本支部実施計画（保険者機能強化予算関係） 

取組名 内容 期待される効果 予算額 

【
集

団

健

診

】
 

被保険者に対する集団
形式による生活習慣病
予防健診の実施 

県内の特定の地域に会場を設け、集団形式で生
活習慣病予防健診を実施する。実施地域に居
住し、かつ小規模事業所の被保険者に対して、
直接健診案内を行う 

被保険者に直接案内することで
受診率の向上につながる 

907 

特定健診未受診者が
多い地域での協会主催
による集団健診の実施 

特定健診の未受診者が多い地域を選定し、集団
健診を実施。オプショナルとして骨密度測定、血
管年齢測定を追加し集客力を高める 

ショッピングモールや公民館など利
便性が高い会場での実施、骨密
度等を追加することで受診率の向
上につながる 

17,600 

【
事

業

者

健

診

デ

ー
タ

取

得

】
 

事業者健診結果データ
の取得勧奨にかかる業
務委託 

生活習慣病予防健診の受診率が低い事業所に
対してDM・電話等による勧奨、事業者健診結果
データ提供にかかる同意書の取得、紙媒体での事
業者健診結果取得後のデータ化までを業務委託
のうえ実施 

事業者健診を実施している事業
所に対して、文書電話による勧奨
を行うことで結果データ提供の必
要性を理解いただき、事業者健
診結果データの取得率向上につ
ながる 

4,422 

【健診及び保健指導に係る事務経費】                            （単位：千円） 

○保健事業予算 ○保健事業予算 
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3-9.令和元年度 熊本支部実施計画（保険者機能強化予算関係） 

取組名 内容 期待される効果 予算額 

【
健

診

受

診

勧

奨

】
 

新年度健診案内にかかる
リーフレット等作成 

新年度健診案内時に支部独自の印刷物を同
封することにより、生活習慣病予防健診、特定
保健指導、特定健診の受診可能な健診機関
一覧、がん検診との同時受診等を周知する 

支部独自の印刷物を同封することに
より、生活習慣病予防健診、特定
保健指導、特定健診の受診可能な
健診機関一覧、がん検診との同時
受診等の周知が図られ、受診率の
向上につながる 

1,795 

特定健診とがん検診同時
集団健診の受診勧奨 

市町が実施する集団形式のがん検診日程・会
場・検診内容・申込み方法をDMに記載し、各
市町の集団検診実施時期に合わせて勧奨す
る 

特定健診について、市町が実施して
いる集団形式によるがん検診と同時
に受診していただくことによる受診率
の向上 

2,597 

新規適用事業所への生活
習慣病予防健診の受診勧
奨・特保受け入れ拒否事
業所への電話勧奨 

電話スキルのある派遣社員より、新規適用と
なった事業所に対して生活習慣病予防健診の
受診勧奨と、特定保健指導受け入れの電話
勧奨を行う 

生活習慣病予防健診の受診率と、
特定保健指導の実施率向上が図ら
れる 

2,592 

【健診及び保健指導に係る事務経費】                         （単位：千円） 

○保健事業予算 ○保健事業予算 
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3-10.令和元年度 熊本支部実施計画（保険者機能強化予算関係） 

取組名 内容 期待される効果 予算額 

【
保

健

指

導

利

用

勧

奨

】
 

被扶養者特定保健指導グ
ループ支援セミナー 

被扶養者の特定保健指導対象者は女性が多
いことから、女性に人気のヨガやホテルでのランチ
を組み合わせることで特定保健指導のイメージ
を改善させ、参加者を募る 

特定保健指導だけでなくグループに
よるヨガ体験やランチを実施すること
で、参加意欲が上がり特定保健指
導の実施率が向上する 

639 

事業主宛特定保健指導利
用勧奨チラシ 

事業主・担当者へ「保健指導を受けるまでが健
診」という意識を持っていただくため、特定保健
指導の時間を設けることへの理解を得ていただく
ためのチラシを作成する 

事業所に特定保健指導の必要性
を理解していただける 

162 

【健診及び保健指導に係る事務経費】                             （単位：千円） 

○保健事業予算 ○保健事業予算 
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3-11.令和元年度 熊本支部実施計画（保険者機能強化予算関係） 

取組名 内容 期待される効果 予算額 

【
コ

ラ

ボ

ヘ

ル

ス

事

業

】
 

健康づくりイベントの開催 
社会保険委員会と連携し、ウォーキング大会、
ミニバレーボール大会を開催し、加入者の運
動の習慣化及び健康増進を図るもの 

健康づくりの意識が向上する 99 

ヘルスター健康宣言事業所の
フォローアップ及び認定勧奨 

ヘルスター健康宣言事業所へのフォローアップ
を外部委託にて実施する。またヘルスター認
定2019に関する事務等を外部委託により
実施する 

健康宣言項目の実践と、ヘルスター
認定事業所が増加する 

3,398 

ヘルスケア通信簿の作成 

事業主が健康経営を実践するにあたって、従
業員の「健康状況、健康課題、健康推進計
画」と効率的に行っていくための資料として作
成。健康宣言事業所に対して宣言だけで終
わらせないように、喚起資料として作成 

各健康宣言事業所の活性化による
健診受診率や特定保健指導実施
率の向上により、短期的にはｲﾝｾﾝﾃｨ
ﾌﾞ制度による保険料率の抑制、中
長期的には医療費の削減につなが
る 

510 

【その他の保健事業経費】                                （単位：千円） 

○保健事業予算 ○保健事業予算 
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3-12.令和元年度 熊本支部実施計画（保険者機能強化予算関係） 

取組名 内容 期待される効果 予算額 

予約状況サービスの提供 
生活習慣病予防健診の受診率の向上と、事業所
担当者の利便性の向上 

生活習慣病予防健診の健診機関ご
との予約状況をホームページに掲載
することで、受診を希望する時期に受
診可能な健診機関を確認することが
できる 

261 

生活歯援プログラムの実施 

健康宣言事業所のフォローアップの一つとして県歯科医
師会及び県歯科衛生士会の協力のもと被保険者に対し
て生活歯援プログラムを実施し歯・口の健康づくりに対す
る意識の向上を図るとともに生活習慣の問題点を見つけ
改善していく 

禁煙、食事の改善など日常生活
での行動変容と定期的な歯科医
院受診による重症化を予防する 

196 

【その他の保健事業経費】                                （単位：千円） 

取組名 内容 予算額 

未治療者受診勧奨 

（委託） 
本部で示す2次要件の対象者のうち40歳以上の対象者及び2次要件に該当せず血
糖値リスクが有る人を対象に、本部勧奨の2週間後に文書勧奨。文書勧奨の1週間
後に電話勧奨を実施 
（支部保健師） 
本部勧奨分の回答書の返答があった対象者に随時電話による勧奨、及び本部が示
す2次要件対象のうち35～39歳の対象者へは、本部勧奨から２～３週間後に文書
または電話で勧奨 

7,720 

糖尿性腎症患者の重症化予防 
糖尿病（1型を除く）の治療者で、「熊本県糖尿病性腎症重症化予防プログラム」に
該当する対象者に委託及び支部保健師による面談を実施する。面談手段は、対面
方式だけでなくＩＣＴによる面談も検討する 

10,016 

○保健事業予算 ○保健事業予算 
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3-13.次年度以降の事業について 

【令和２年度の事業実施に向けたご意見】 

 令和２年度の事業実施に向けた計画及び予算の策定は、１０月末頃には決定する必要があるため、それ以前に

事業の概要と必要な経費について精査が必要となります。令和２年度の事業計画・予算に向けて、医療費適正化、

保健事業の更なる推進に向けてのご意見をお伺いします。 

※ご意見については、別紙もしくは独自に作成されたものでも構いません。 

＜項目＞ ＜ご意見をいただきたいポイント＞ 

1. ジェネリック医薬品の使用促進について 
• 熊本県は医薬分業が進んでいないことから、院内処方において使用が促進されるため

の取り組みについて（※別添の参考資料も参照） 

2. 広報・意見発信について 
• 従業員一人ひとりに医療費・健康づくりに関心を持ってもらうための取り組み、また、経

営層に健康経営の必要性を理解してもらうための取り組みについて 

3. 健診受診率向上について（被保険者） 
• 被保険者の生活習慣病予防健診の受診率を高めるための有効な手段について 
• 事業者健診結果データ取得のための有効な手段について 

4. 健診受診率向上について（被扶養者） 
• 事業主から、被保険者を通じた被扶養者への有効な働きかけについて 
• オプショナル健診として行っている骨密度測定・血管年齢測定のほかに、集客力を高

める方法について 

5. コラボヘルスについて • 健康づくりイベントに関し、評議員様の所属団体とコラボできる企画の有無について 

6. 未治療者の受診勧奨について • 未治療者を受診に動機付けるための有効な手段について 

7. その他の施策について 
• その他、多受診・多剤投与の対策、健康づくりの意識を高める施策または禁煙、医療
費削減に向けた施策について 



機密性2 

Copyright ⓒ Japan Health Insurance Association. All right reserved. 

22 

【その他】 
 
第６回 協会けんぽ調査研究フォーラムについて 
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第６回 協会けんぽ調査研究フォーラム 

＜調査研究フォーラム＞ 
本部・支部における先進的な健診・レセプトデータ等の分析成果、およびこれらに基づく
事業等について内外に発信することを目的に、協会本部（研究室）が毎年１回開
催。 

＜第６回 調査研究フォーラム＞ 
   開催日：令和元年５月１６日（木） 
   場  所：一橋大学 一橋講堂（東京都） 

＜プログラム＞ 
  ・第１部 

基調講演 「保険者におけるサイエンスに基づく保健事業の計画と評価」 

       講師：慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学  岡村 智教 教授 

         （全国健康保険協会 理事） 

取組報告 「保健事業におけるデータを活用した取り組みについて」 

       報告者：全国健康保険協会本部保健部保健第二グループ 町田グループ長 

パネルディスカッション （別添４参照） 

      （報告）厚生労働省保健局保健課  市川 聡 課長補佐 

      （報告）全国健康保険協会静岡支部  長野 豊 支部長 

      （報告）KDSグループ 永田 佳子 代表取締役 

      （報告）埼玉県保健医療部保健医療政策課  唐橋 竜一 課長 

  ・第２部 

個別発表  （東京支部・長野支部・大阪支部）            （報告内容は別添４を参照） 
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【その他】 
 
令和元年度 熊本県内年金事務所主催「社会保
険事務説明会」 
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開催日 会場名 
説明 
時間 

説明内容 

令和元年 ６月１７日（月） 阿蘇市農村環境改善センター 

各会場 
30分 

 医療費の適正化について 
～保険料率・適正使用・適正受診・ジェネリック医薬
品促進～ 
 

 インセンティブ制度 
～制度概要・一人ひとりの取り組み項目～ 
 

 お知らせ 
～チャットボット・申請書様式変更・被扶養者再確
認・70歳以上の高額療養費・健康保険委員・メルマ
ガの登録、申請書の郵送化、支部駐車場の移転～ 

 

令和元年 ６月１８日（火） 
合志市総合センターヴィーブル 

つなぎ文化センター 

令和元年 ６月１８日（火） 玉名市民会館 

令和元年 ６月２０日（木） あさぎり町須江文化ホール 

令和元年 ６月２０日（木） 荒尾市総合文化センター 

令和元年 ６月２１日（金） 松島総合センターアロマ 

令和元年 ６月２５日（火） 熊本県立劇場大ホール 

令和元年 ６月２６日（火） 天草市民センター 

令和元年 ６月２７日（水） 宇土市天草ハーモニーホール 

令和元年 ６月２８日（木） やつしろハーモニーホール 

社会保険事務説明会 

日本年金機構の各年金事務所が毎年6月に開催する「社会保険事務説明会（県内10会場）」において 
医療費の適正化を中心に社会保険事務担当者へ情報を発信 
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【次回評議会について】 

（開催日程） 

開催予定 令和元年10月 
 
（主な議事） 
   令和２年度の保険料率について 


